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研究 2: 高齢者による誤嚥性肺炎のリスク因子の検討 
この検討では著者は、介護保健老人施設入所の高齢者 9930名を対象とした横断研究を試みている。
調査前３ヶ月以内の AP発症の有無による２群間比較をし、ロジスティック回帰分析にて AP発症要因
を解析し結果を示している。この検討では、痰の吸引, 嚥下機能の悪化, 脱水と認知症が AP 発症の
リスク要因だったことを明らかにしている。 











ヶ月で、１年以上生存者は肺炎による入院患者の 50％以上だったことを示している。  
研究 5: 誤嚥性肺炎の bacteriology の検討 
この検討では、高齢者の死因として知られる AP について、システマティックレビューを行い、起








リスクを有意に減少させていること(risk ratio [RR], 0.61; p=0.003)を明らかにした。さらに肺炎










炎に対する de-escalation therapyが less severeな肺炎により有効であることが示し、入院期間・











研究成果は、特に院内肺炎への治療戦略としての de-escalation therapy が推奨される根拠となる
内容であり、審査者一同、博士学位論文として申し分のない内容であると結論した。 
平成 29年 1月 6日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、上記批評の通り、審査委員全
員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
